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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　予め定められた素子値（Ｒｐｒｏｇ、Ｃｐｒｏｇ）を有する外部素子（４、１５）を接
続するための第一入力部（２）と、
　読出し可能な参照値を有する参照素子（６、１８）を接続した第二入力部（８）と、
　前記第一入力部を介して読み込んだ前記外部素子の素子値と前記第二入力部から読み込
んだ参照値とを比較し、比較結果を出力するコンパレータ（９）と、
　前記コンパレータの比較結果に応答し、このＩＣ装置（１）の少なくとも一つの機能ブ
ロック（１３ａ、１３ｂ）を、前記コンパレータの比較結果に応じて制御するための制御
ユニット（１２）と、
を備えるＩＣ装置（１）。
【請求項２】
　参照信号を発生させるための信号源（１４）をさらに備え、
　前記信号源は、前記外部素子の素子値（Ｐｒｏｇ、Ｒｒｅｆ）と前記参照素子の参照値
（Ｃｐｒｏｇ、Ｃｒｅｆ）を読み出すために、前記外部素子（４、１５）を接続するため
の接続部と基準素子（６、１６、１７、１８）とに連結されていることを特徴とする請求
項１記載のＩＣ装置。
【請求項３】
　前記読出し可能な外部素子（４、１５）は一の接続部において前記第一入力部に接続さ
れており、更に別の接続部において、参照電位が印加された参照電位接続部（５）に接続
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されていることを特徴とする請求項２記載のＩＣ装置。
【請求項４】
　前記コンパレータ（９）はデジタル方式で比較結果を出力するためのアナログ／デジタ
ルコンバータを含むことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載のＩＣ装置。
【請求項５】
　前記アナログ／デジタルコンバータは対数の特性曲線を有することを特徴とする請求項
４記載のＩＣ装置。
【請求項６】
　前記基準素子が該ＩＣ装置（１）の外部素子（６、１６）として、前記第二入力部に接
続可能であることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載のＩＣ装置。
【請求項７】
　前記基準素子が該ＩＣ装置（１）の内部素子（１７、１８）として設けられていること
を特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の回路装置。
【請求項８】
　前記参照素子（６、１７）及び前記読出し可能な外部素子（４）がそれぞれ抵抗器から
形成されていることを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載のＩＣ装置。
【請求項９】
　前記参照素子（１６、１８）及び前記読出し可能な外部素子（１５）はそれぞれコンデ
ンサから形成されていることを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載のＩＣ装
置。
【請求項１０】
　前記制御ユニット（１２）は、供給電圧、基準電圧及び／又は電源投入順序に基づいて
、前記複数の機能ブロック（１３ａ、１３ｂ）を制御する、ことを特徴とする請求項１乃
至９のいずれか１項に記載のＩＣ装置。
【請求項１１】
　前記コンパレータ（９）の比較結果を一時記憶するために揮発性メモリー（１１）が前
記コンパレータ（９）の出力部と前記制御ユニット（１２）との間に接続されていること
を特徴とする請求項１乃至１０のいずれか１項に記載のＩＣ装置。
【請求項１２】
　該ＩＣ装置（１）の少なくとも一つの前記機能ブロック（１３ａ、１３ｂ）の複数の動
作モードに対する制御パラメータを記憶するためのメモリブロック（１９）を備え、
　このメモリブロックは前記制御ユニット（１２）と連結されており又はこれに含有され
ており、
　前記コンパレータ（９）の比較結果に応じて記憶されている前記動作モードの一つが起
動されることを特徴とする請求項１乃至１１のいずれか１項に記載のＩＣ装置。
【請求項１３】
　該ＩＣ装置（１）の電源投入後に前記コンパレータ（９）を起動するために前記コンパ
レータ（９）が起動入力部（１０）を有することを特徴とする請求項１乃至１２のいずれ
か１項に記載のＩＣ装置。
【請求項１４】
　ＩＣ装置に接続された外部素子（４、１５）の値（Ｒｐｒｏｇ、Ｃｐｒｏｇ）の読出し
、
　読み出した値（Ｒｐｒｏｇ、Ｃｐｒｏｇ）を基準値（Ｒｒｅｆ、Ｃｒｅｆ）と比較して
、比較結果を求め、
　比較結果に応じて前記ＩＣ装置（１）の制御をするための選択信号を出力する、
ステップを含むＩＣ装置のプログラミング方法。
【請求項１５】
　前記ＩＣ装置（１）は複数の動作状態を備え、前記選択信号に応じて前記複数の動作状
態から一つの動作状態に設定される請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
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　前記ＩＣ装置に接続された前記外部素子（４、１５）の値（Ｒｐｒｏｇ、Ｃｐｒｏｇ）
は、該外部素子に基準信号を印加することにより読み出される請求項１４又は１５に記載
の方法。
【請求項１７】
　前記基準値（Ｒｒｅｆ、Ｃｒｅｆ）は、基準素子（６、１６、１７、１８）の値により
表され、前記基準信号を印加することにより読み出される、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記比較結果は前記ＩＣ装置の電源投入時に求められ、揮発性メモリー（１１）に一時
記憶される請求項１４～１７のいずれか１項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明はIC装置及びIC装置のプログラミング方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
従来の集積回路は、その製造完了後に、そのために備えられた一つの動作モードの下でし
か使用できないようになっている。
【０００３】
しかし、同一のIC素子を複数の異なる用途に適用できるように保っておき、その動作モー
ドは、IC素子の製造完了後に、例えばチップの鋳型成形加工やケーシング加工などの後で
選択できるようにしたい場合がある。
【０００４】
また、いくつかの機能ブロックの供給電圧の電圧値や特定の機能ブロックの選択を決定し
たり、さらに例えばいわゆるスタート・アップ・シーケンスの中において、特定の機能ブ
ロックの投入あるいはそれらの初期化の順番をそれぞれ決定したい場合がる。
【０００５】
このようなIC素子のプログラミングを行うための技術として例えばヒューズ台、ディップ
スイッチなどを用いた方法が考えられる。
【０００６】
しかしながら、このような周知の方法は、相対的に大きい費用と結び付けられる。この望
ましくない費用は、基板上の増加された面積や、チップにおける多数の必要な追加の接続
脚（ピン）により、必要とされる可能性がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
本発明の課題は、製造完了後に僅かな費用でプログラミングされる、つまり所望の動作モ
ードの設定が可能なIC装置を提供することにある。本発明のさらなる課題は、IC装置のプ
ログラミング方法であって、僅かな費用で実行可能で、製造が完了した後に上記IC装置を
選択可能な動作モードで作動することを可能にする方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
上記課題は、本発明にかかるIC装置により解決され、IC装置は、予め定められた値のセッ
トよりなる値を有する読出し可能な外部素子を接続するために配置された第一入力部と、
読出し可能な参照値を有する参照素子と接続した第二入力部と、出力部とを有し、IC装置
の接続部と接続されたコンパレータ、及び、IC装置の少なくとも一つの機能ブロックを上
記コンパレータの比較結果に応じて制御するために上記コンパレータの出力部と連結され
ている制御ユニットを備える。
【０００９】
本発明の原理によれば、例えば複数の予め定められた動作モードのうちより一つの動作モ
ードを選択するようなIC装置のプログラミングは、読出し可能な外部素子をICの接続部に



(4) JP 4286283 B2 2009.6.24

10

20

30

40

50

接続することにより行われる。この素子は、読出し可能な値、例えばある特定の抵抗値を
有し、この値は基準素子の基準値と比較される。IC装置は、制御ユニットにより、この比
較結果に応じて特定の動作モードに設定され、つまりプログラミングされる。
【００１０】
上記読出し可能な外部素子は受動素子であることが好ましい。
【００１１】
ICの接続部に接続された外部素子の値を選択することにより、実質的に任意で多数の異な
る予め定められたプログラムのいずれかを選択することができる。
【００１２】
本発明の原理では、ピン、すなわちIC装置の接続脚を一つ増やすだけでよい。従って、IC
装置のプログラミングは、非常に僅かの費用で実行可能である。
【００１３】
受動外部素子の読出しを行なうためには、例えば、上記読出し可能な外部素子に印加され
る基準信号を発生する信号源をIC装置において設けることができる。
【００１４】
読出し可能な外部素子の他の接続部は参照電位接続部、例えば接地と接続可能であること
が好ましい。
【００１５】
読出し可能な外部素子の値を基準素子の値と比較するコンパレータは比較結果をデジタル
方式で出力するためのアナログ／デジタルコンバータを含有することが好ましい。
【００１６】
例えば解像度が3ビットのA/Dコンバータが設けることができるが、この場合、接続してい
る読出し可能な素子の値を単に選択することにより全部で8種類の動作状態を起動させる
ことができる。
【００１７】
本発明の好適な実施形態によれば、上記アナログ/デジタルコンバータは対数の特性曲線
を有する。これにより、読出し可能な外部素子の公差と読み出された値のさらなる処理に
おける公差とに関する要求が著しく低減される。例を挙げれば、特性曲線を対数によるも
のとすることで読出し可能な外部素子として公差30%抵抗器を使用しても読出しは確実に
行われ、予め定められた多数の動作モードのいずれかを確実に選択することが可能となる
。
【００１８】
基準素子は外部接続タイプの素子でもよいし、IC装置に内蔵された素子にしてもよい。
【００１９】
IC装置において高精度の基準信号、例えばバイアス電流を発生するために、IC装置の接続
脚（ピン）に接続された外部基準素子が設けられていることが多い。このような基準素子
としては、例えば基準抵抗器又は外部フィルタコンデンサがある。このような場合には、
同時にこの素子は、提示した原理に基づくIC装置のプログラミング用の基準素子として利
用することが可能である。比較結果を算出するためには、信号源から出力される基準信号
を外部基準素子にも印加し基準素子の値を読み出すようにすることが好ましい。
【００２０】
外部基準素子は内蔵基準素子よりも公差が狭い。
【００２１】
基準素子を内蔵素子として実施することは、IC装置の動作には外部の基準素子が特に必要
でない時及び／又は回路装置のピン数を非常に低くすることが要求されている時に有用で
ある。
【００２２】
基準素子と、読出可能なプログラミングされる素子とは、例えば抵抗器やコンデンサとし
て形成することができる。しかし、読出し可能な物性値を有する他の受動素子も使用可能
である。
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【００２３】
IC装置はいくつかの機能ブロックを有し、制御ユニットはコンパレータの比較結果に応じ
てこれらの機能ブロックを種々の供給電圧、基準電圧及び／又は動作順序を以て制御する
ことができる。
【００２４】
また、コンパレータの出力部と制御ユニットの間には、コンパレータの比較結果を一時記
憶するために、いわゆるラッチと呼ばれる揮発性メモリーを設けることが好ましい。
【００２５】
読出し可能な外部素子の読出し可能な値の読出し及びこの値と基準素子の値との比較は、
【００２６】
好ましくはIC装置の電源投入期間に行う。また、比較結果をICの全動作時間にわたって利
用可能にしておくために、上記比較結果を一時記憶することが有用である。
【００２７】
読出し可能な外部素子の値を選択してそれぞれ指定できる予め定められた多数の動作モー
ドを定義するために、それぞれの動作モードの制御パラメータを記憶するためのメモリー
ブロックを設けることが好ましい。このメモリーブロックは、コンパレータの比較結果に
応じて記憶された動作モードが起動されるように制御ユニットと連結されている。
【００２８】
上記メモリーブロックはいわゆるブートROM（リードオンリーメモリ－）として設けるこ
とが好ましく、IC装置の電源投入時に読み出すようにする。
【００２９】
また、更なる柔軟性を確保するためには、例えば製造する際にプログラミング可能なブー
トROMの金属化面用のマスクを選択することにより、ブートROMをプログラミング可能に設
けることができる。
【００３０】
本発明の原理は好ましくは、電源投入順序（パワーオン・シーケンス）を制御するために
いわゆるパワー・マネジメント・ユニット、PMUに適用される。この場合、種々の予め設
定されたシーケンスはROM内に定義し、記憶しておき、使用の際、プログラミングされる
読出し可能な素子の値により選択される。
【００３１】
上記金属マスクによりプログラミング可能なROMの代わりに、いわゆるツェナー・ヒュー
ズ又はポリ・ヒューズ、即ちプログラミング可能な接続を用いたプログラミング可能なRO
Mにより、柔軟性をさらに増大させることが可能となる。この種のいわゆるヒューズ又は
アンチヒューズでは、それらの導電状態はエネルギーインパルスを印加することにより決
定され、導電状態は高い抵抗と低い抵抗の間で切り替え可能である。
【００３２】
基準素子が内蔵素子として設けられている場合、内蔵された基準素子に簡単な調整手段を
設けることにより、その精度を高めることが有用な場合がある。
【００３３】
IC装置の電源を投入してから信号源とコンパレータを起動させるために、信号源及び／又
はコンパレータの各起動入力部と連結される起動回路を設けることが有利な場合がある。
起動回路はICの電源投入後にコンパレータと、必要に応じて信号源を起動するために配置
され、場合によってアナログ/デジタル変換を含めた比較が終了して、その結果が記憶さ
れるとすぐに、再びこれらの電源を切る。
【００３４】
また、上記課題は、以下の工程を含む、本発明のIC装置のプログラミング方法により解決
される。
【００３５】
IC装置に接続された外部素子の値を読出し、
読み出された値の参照値との比較と比較結果を算出し、
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比較結果に応じてIC装置を制御するための選択信号を出力する。
【００３６】
提示した工程によれば、IC装置に読出し可能な外部素子を接続し、続いてこの読出し可能
な外部素子の値を読み出す。次に、この値は基準素子の同様に読み出された値、つまり基
準値と比較されて比較結果が求められる。この比較結果に応じてIC装置を制御するための
選択信号を出力する。
【００３７】
好ましくは、IC装置は選択信号に応じて予め定められた多数の動作モードのいずれかを設
定する。
【００３８】
基準値は外部又は内蔵基準素子を読み出して求めることが好ましい。また、基準値と読出
し可能な外部基準素子の値の比較は、アナログ/デジタルコンバータの助けを借りて実行
することが好ましい。また、読出し可能な外部素子及び基準素子からの値の読出しは、IC
装置の電源投入時に信号源により発生された基準信号を基準素子に印加することにより行
われることが好ましい。
【００３９】
さらに、電源投入工程が終了後も用意されているように、比較結果は求めてから揮発性メ
モリーに一時記憶することが好ましい。
【００４０】
また、上記比較は電源投入時に起動され、次にこの比較を行うコンパレータを、そして必
要に応じて読出し可能な素子値の読出しに使われる上記信号源を再び非起動状態にするこ
とが好ましい。
【００４１】
信号源が発生する基準信号は例えば基準電圧や基準電流であり得る。
【００４２】
本IC装置において基準抵抗器又は外部フィルタコンデンサ又は類似の外部受動素子が外部
に設けられている場合には、これを基準素子として使用することが好ましい。この場合に
は、読出し可能な外部素子と基準素子とがそれぞれ接続される二つのピンを設ける。この
ような受動素子のあいている端部には参照電位接続部、例えば接地を接続することが好ま
しい。
【００４３】
本発明の方法によれば、IC装置の一つのピンに接続できる受動素子の値に応じてIC装置を
、極めて僅かな費用で予め定められた多数の動作モードのいずれかに設定することが可能
である。
【００４４】
提案した原理のさらに詳細な説明及び望ましい実施形態は、従属請求項から与えられる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４５】
以下、本発明を図面に基づいて多くの実施例を挙げてさらに詳細に説明する。
【００４６】
下記の図面による説明では、同一の又は同一の機能を有する素子は同じ記号が付される。
【００４７】
図1は特に2つの接続部2、3、いわゆるピンを有するIC装置1を示す。抵抗器4の形態の読出
し可能な外部素子がIC装置1の接続部2に接続され、また参照電位接続部5にも接続されて
いる。この抵抗器4は詳細について後に述べるように回路装置1のプログラミングのために
用いられる。基準素子として機能する他の抵抗器6は接続部3に、同様に参照電位接続部5
にも接続されている。回路装置1の接続部2、3は内部でコンパレータ9の第一或いは第二入
力部7、8と接続されている。このコンパレータ9はアナログ/デジタルコンバータを有する
。コンパレータ9は、電源投入時にコンパレータ9を起動させるために起動入力部10を備え
る。コンパレータ9の出力部を形成するアナログ/デジタルコンバータのデジタル出力部に
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は揮発性メモリー11を介して、回路装置1内で多数の機能ブロック13a、13bを制御する制
御ユニット12が接続されている。
【００４８】
さらに、基準信号を発生するために形成された信号源14が設けられ、回路装置の接続部2
、3に接続されている。
【００４９】
基準素子6は本発明の原理に基づくコンパレータ9用の基準素子としてだけではなく、機能
ブロック13a、13bの内少なくとも一つのブロックの動作上必要とされるバイアス信号を発
生させるための基準抵抗器としても用いられる。
【００５０】
コンパレータ9及び信号源14は回路装置の電源投入過程において起動入力部10により起動
され、読出し可能な、プログラミングされる抵抗器4と基準抵抗器6には、基準信号源14が
発生する基準信号、つまり基準電圧又は基準電流が印加される。このコンパレータ9は、
入力部7、8に入力され、実質的に抵抗器4、6の素子特性値Rprog、Rrefに依存する信号を
比較する。アナログ/デジタルコンバータは2つの外部要素4、6の特性値Rprog、Rrefの比
を定め、出力部にデジタル方式で対応した比較結果を出力する。この比較結果は一時記憶
装置メモリー11で一時記憶される。次に、コンパレータ9はアナログ/デジタルコンバータ
及び信号源14と共に非起動状態とされる。
【００５１】
制御ユニット12は、メモリー11に記憶された比較結果を以て回路装置の機能ブロック13a
、13bを制御することができるようになる。この制御は、本発明の原理に従ってプログラ
ミングされる抵抗器4の値に応じて行なわれる。
【００５２】
提案した原理を実施するためには、ピン3に接続された抵抗器6はもともと基準抵抗器とし
て必要なので、チップ1における追加のピン2だけが必要である。追加の抵抗器4は簡単で
かつ低コストで、公差に関する要求が低い外部抵抗器であり得る。抵抗器素子4の抵抗値
の大きさを選択することにより回路装置における種々のプログラミング若しくは動作モー
ドを選択することができる。
【００５３】
なお、コンパレータ9のアナログ/デジタルコンバータが対数の特性曲線を有するので、抵
抗器4の公差に関する要求をさらに低減させることが図られた。
【００５４】
制御ユニット12において、各調節可能な動作モードに対し、例えば特定の機能ブロック13
a、13bの供給電圧電位、基準電流レベル、電源投入順番等のような多数のパラメータをブ
ートROMに保存しておくのが好ましい。ブートROMは金属化を変更することでマスク・プロ
グラミング可能に設けられている。このROMのアドレス指定はコンパレータ9の結果に基づ
いて行われる。従って、その内一つが抵抗器4を用いて選択できる、使用可能な多数のス
タート・アップ・シーケンスは金属化マスクにより定義され、プログラミングされる素子
4の値により使用中に選択される。
【００５５】
なお、制御ユニット12におけるROMをプログラミング可能なROMとして実施して、このため
にツェナー・ヒューズ又はポリ・ヒューズを有することで柔軟性をさらに拡大することが
できる。
【００５６】
上述の原理は、好ましくは、特に電圧供給一様性、英語のパワー・マネジメント・ユニッ
ト、PMUにおけるスタート・アップ・シーケンスの制御に利用可能である。
【００５７】
図2は図1のIC装置の代替の実施形態を示す。図2の回路は構造においても有利な機能にお
いても図1の殆ど同一な回路に対応し、これらの点に関する限り繰り返し説明しない。し
かしプログラミングされる抵抗器4及び基準抵抗器6の代わりに図2の回路ではプログラミ
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1の外部接続部2、3と参照電位部5との間に接続されている。
【００５８】
基準コンデンサ16は少なくても一つの機能ブロック13a、13bを動作するために図2のチッ
プ1においてフィルタコンデンサとして設けられている。
【００５９】
コンパレータ9及び信号源14の起動時に、コンデンサ15、16は信号源14により入力部10側
で充電され、コンパレータ9の入力部7、8に印加され、コンデンサ15、16のキャパシタン
ス値Cprog、Crefに依存する信号は、コンパレータにより評価される。その他の機能は図1
で既に説明したものに対応する。
【００６０】
図3は図1の代替の実施形態を示し、図2の回路は構造においても有利な機能においても図1
のそれと殆ど一致するものである。これらの点についての図面の説明は繰り返さない。図
3の実施例では外部基準抵抗器6の代わりに、コンパレータ9の入力部8と内部参照電位接続
部5´との間に接続された内蔵基準抵抗器17が設けられている。これにより、チップ1の外
部接続ピン3は省略される。
【００６１】
本発明の実施例は、特に外部の参照素子が、例えば正確な基準信号を発生させるために、
又はフィルタ素子として必要とされている場合に、チップにおいて外部接続ピンの数が少
なくても済み、使用に好適であるという効果を有する。
【００６２】
図4は図2の回路の代替の実施形態を示す。図4の回路では、図2の外部基準コンデンサ16の
代わりに内蔵コンデンサ18が設けられている。このコンデンサ18はコンパレータ9の入力
部8と参照電位部5´との間に接続されている。
【００６３】
図3におけるように、接続ピンすなわち接続部3が省略される。示された実施形態は、外部
フィルタコンデンサが基準素子として特に必要とされていない場合に使用に好適となる。
【００６４】
図3、4の基準素子17、18の値がその設計値に関する大きい製造変動を受ける場合には、そ
れぞれの内部受動基準素子17、18を調整するために調整手段を設けることが有利であり得
る。
【００６５】
実施例において基準素子として、及びプログラミングされ、読出し可能な素子として示さ
れた抵抗器やコンデンサの代わりに他の受動素子を使用することもできる。
【００６６】
なお、上記の本発明にかかる上述した実施例の記載は図解目的ためにのみ用いられ、本発
明の限定のためには用いられない。また、本発明の範囲及び均等物から逸脱することなく
、本発明の通常の範囲で種々の変形及び応用が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００６７】
【図１】二つの外部抵抗器を有する本発明にかかるIC装置の第一実施例を示す図である。
【図２】二つの外部コンデンサを有する本発明にかかるIC装置の第二実施例を示す図であ
る。
【図３】一つの外部抵抗器を有する本発明にかかるIC装置の第三実施例を示す図である。
【図４】一つの外部コンデンサを有する本発明にかかるIC装置の第四実施例を示す図であ
る。
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